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「あなたがたの中に、百匹の羊を持っている人がいて、その一匹を見失ったとすれば、九十九
匹を野原に残して、見失った一匹を見つけ出すまで捜し回らないだろうか。そして、見つけ
たら、喜んでその羊を担いで、家に帰り、友達や近所の人々を呼び集めて、『見失った羊を
見つけたので、一緒に喜んでください』と言うであろう。」 （ルカによる福音書 15章４～６節）

１月 IBC･DBC
今月中に IBC・DBC のクラブと連絡を取りましょう。E-Mail でも、お

手紙でもブリテンでも…
山野 進 交流事業主任

12
在籍者数 30名
第一例会 26名
第二例会 29名
メネット 16名
特別メネット 1名
出 席 率 100％

切 手 0ｇ
現 金 0円
累計切手 0ｇ
累計現金 0円
Ｊ Ｗ Ｆ 0円
ＪWＦ累計 0円
ＦＦ累計 0円

第一例会 11,000円
第二例会 0円

累 計 66,116円

19,110円

累 計 698,586円

献 血 0cc
成 分 0名
累 計 0cc
成分累計 0名

第一例会 3,311円
第二例会 0円

累 計 101,939円

新年あけましておめでとうございます
夕日に手を合わすメンバーであり続けたい

会 長 大 門 和 彦

会長という大役を務めて早くも半年が
経ちました。何とか運営できているのも

三役を始め、メンバー全員の協力があってのことだと感謝
しています。

今期のクラブ主題「と○の関係！」。メンバー各々が理解
し？「横一線の関係を意識して頂いているからだと思いま
す。ワイズメンズクラブに限らずこのような"会" の最大の
テーマは「メンバー間のコミニュケーション」だと思いま
す。

20歳代の社会に出て間もないメンバーから、百戦錬磨の
社会経験を持っているメンバーまでもが一堂に集まり同じ
土俵に立って活動していくことは、社会的な立場の違いや
個人の価値観の違い、環境の違い等により非常に難しいこ
とだと思います。

しかし当クラブはそんな問題を意識せずに活動できてい
ることはメンバーの皆様が「思いやりの精神を常に持ち続
けているから」だと肌で感じています。半期で２名の新し
い若いメンバーも加わりましたが、ベテランメンバーが先

頭に立ってサポートをして頂いている姿を見て、凄く暖か
い雰囲気を感じました。

また今期から「キャピタルゴルフ同好会」を結成し、ベ
テランメンバー堀さん、若手メンバー香山さんを中心に、
ゴルフを通じて楽しく参加できるコミュニティーの場が出
来たことは非常に嬉しく思います。例会以外でのメンバー
間の "対話" は色んな事を学ぶ機会にもなり私自身ありが
たく思っています。
「あーしてほしい」「こーしてほしい」と自分の「願望」

ばかりをいう社会にありながら「自分がこのようにすれば
皆が喜ぶだろう」という精神をもった当クラブを"誇り" に
思います。
「１月１日の "初日の出" に手を合わす人は多いけれど、

12月31日の"夕日" に手を合わす人は殆どいない」。（福岡県、
南蔵院・林覚乗住職）

我々メンバーは"夕日" に手を合わすことの出来るメンバー
であり続けたい！
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2006年12月５日（火）
於 ウエスティン都ホテル京都

スリランカ・コロンボ
YMCA プログラム体験報告

井 崇人

講演は、京都 YMCA リーダー OB ･ 向島中学校数学講師の

北山千尋さんでした。
カンボジアでのシンハラ族・タルミ族の互いを知り合う合同

キャンプ。言葉さえも通じ合わない、ましてや内戦をしている

民族同士の共同生活。
お話を受ける中で、日本で生活して来た自分と、カンボジア

の人達との常識の違い、平和な日
本で生きる自分たちと、内戦の中

に身を置く人達との「生きる」と

いう意識の違いに色々と考えさせ
られました。

スリランカ・光輝く島に本当の

意味で光輝く人達が生活できる島
になるように、僕自身も花の咲く

種をまける様なお手伝いができれ

ばと思いました。

2006年12月23日（土）
於 ウエスティン都ホテル京都

クリスマス会
田中 雅博

真っ先にご自身の結婚
が来年の９月に決まった

ことを報告された吉井さ

んの司会で、いつも楽し
い『クリスマスファミリー

例会』が始まりました。

まずは第一部。ユーモ
アを交えながら心に残るお話を、いつものように

さらっとされる大門会長の挨拶。本日お越しの皆

さまの紹介。その後、神 総主事のクリスマスメッ
セージ（実は毎年楽しみにしています）。今年は

最初に歌った "きよしこのよる" の内容を子ども

たちのためにも、分かりやすい言葉で解説いただ
きました。山田次期会長の長めの音頭で乾杯、そ

して会食へと進みました。

第二部は司会が金原さんに代わり、子どもたちも大喜びのサ
ンタプレゼント。その後 "くもんりさ" さんのバルーンアート

のステージに、これまた子どもたち

は大喜び。なぜかステージに上がっ
て似顔絵を書いてもらった石倉さん、

山口メネット会長も一緒になって大

喜びのご様子でした。そして最後は
お待ちかねの大福引大会。皆さん何

が当たるか楽しみにしつつも、空ク

ジ無しのためか余裕を持ってスター
トしました。PT の皆さんが、なんと遠路はるばる尼崎まで買

いに行かれた賞品ですので、品物が紹介されるたびに、皆さん

の目に輝きが増すように感じました。ものすごく良い物、ちょっ
と良い物、すべての福が引かれていって、最後が

ホテルご提供の宿泊券とディナー券です。そして

お二人だけ残った豊田さんと岡本都さんがステー
ジに上がられ、岡本都さんに宿泊券が、豊田さん

にディナー券が当たり、無事終了しました。

最後に今期入会された森繁樹さんのご家族が改
めて紹介され、閉会の点鐘となりました。

今年も PT 長の大役を見事に果たされた瀬本さ

ん始め、PT の皆さん、本当にご苦労さまでした。有難うござ
いました。

第２回 ゴルフコンペ開催

「パープル会」と名称決定

幡南 進

平成18年12月９日、キャピタルクラブゴルフ同好会第二回ゴ

ルフコンペが日清都カントリークラブにて開催されました。
会の名称も『パープル会』と決まり参加の皆さんと楽しい一

日をご一緒させていただきました。

12月の寒さの増す中、またゴルフ日和とは少し言いにくい日
ではありましたが、そんな天候をものともせず、参加者全員の

楽しい会話の中で18ホールが始まりました。

私もまだ皆さんとは例会で数度お会いした程度。緊張気味の
スタートでしたが、本当に皆さんから声を掛けていただき、私

にとってはある意味、皆さんの暖かさが感じられる一日でもあ

りました。
スコアーの方は、やはり天候のせいでしょうか、寒さの中全

員が悪戦苦闘であったようにも思います。

私が香山さんの紹介でキャピタルクラブに入会いたしまして、
皆さんとご一緒させていただきました。毎日仕事に追われる中

で、自分自身出来るかなー・大丈夫かなー」という方が先に出

ていましたが、幾度と例会に出席し講演を聴きクラブの方と握

手をし、少しずつ自分の中に会の趣旨が分かってきました。又、

皆さんのようになれたらいいなーと思えるようになって来たと
ころです。「皆さんと」でしたね。

これからもゴルフを通じてより一層クラブの方と親しく出来、

人間としての深いお付き合いが出来るのではないでしょうか。
そんな楽しみも含めて今後も参加しようと思います。

12月の土曜日、多忙なときでもあり、二次会の開催はなく、

ゴルフ場にて、今日の反省や次回の提案。ワイワイと沢山の会
話が盛り上がり少しの間でしたが、時間が過ぎるのを忘れまし

た。こういう時間が又楽しいですね。

ゴルフと共に大好きな懇親会も含めてこれからも楽しみにし
たいと思います。

入会したてで、まだ何も分かりませんが、一つずつ頑張って

いこうと思っていま
す。皆様もどうか宜

しくお願い申し上げ

ます。
参加者

‥

堀一行、

大門和彦、山田隆之、

橋本眞一、香山章治、
内廣 健、八木悠祐、

幡南 進

魅力あるワイズ活動を、あなたの自信ある言葉とワイズパンフレット等を活用し、外に向かっ
て大いにアピールしましょう。 荒川恭次広報事業主任PR年間強調目標
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届かぬ指先
豊田 貴志

後半残り10分、自陣25 mライン上、相手ボールのセット
プレー。

スクラムからボールが出る。対面
といめん

に向かって走り出す。
今日は、対面のセンターで仕掛けるプレーは全て止めてい

る。大丈夫だ…今回も止められる。
対面のセンターにボールが渡った。ボールを持ったまま、

外へ少し流れる。
サインプレーか…内に入ってくる奴がいるかもしれない…
マークチェンジか…一瞬、内へのディフェンスに切り替え

るか迷う…。
違う！ 一瞬の迷いが半歩ディフェンスを遅らせた。対面

のセンターが自分で外に抜きにかかる。タックルは届かない、
手で足を引っ掛けに行くしかない。

思いっきり足首に飛び込む…が、届かない…。

高校３年の春、高校総体の県大会決勝。結局この時の相手
方のトライにより、私たちのチームは敗れました。私たちの
高校では、この大会が終わると、受験勉強のために殆どのク
ラブの３年生は引退となるため、私にとっても高校生活最後
の試合でした。私は、足は速くは無かったのですが、相手の
足元へのタックルには絶対の自信を持っており、ディフェン
ス力を買われ、この試合でもセンターとして出場していまし
た。それなのに…。

私の高校時代は全てラグビーに明け暮れた日々と言っても
過言ではありません。つらく厳しい練習、怪我、友人、笑い、涙…。
「相手の足に届かない自分の指先」、私の心に強く残ってい

るこの１シーンが、今も私の奥底で私自身を支えてくれてい
る気がします。

父 親 の 死
井 崇人

今回、このテーマを書くことになり、ふと気がついたこと
がある。僕は、何て難しいテーマを、人に書かせていたのだ
ろうと。僕が今まで生きて来た時間は、25年とちょっと。生
まれてから始めて自分の人生を振り返ったような気がします。

振り返ってみると特に何もなく短く、内容もなく薄っぺら

いような気がして、正直自信がないのですが書いてみようと
思います。

僕も25年生きてきたので歴史みたいなものがあります。小
中高と野球をやってましたし、TVに映っていた女優さんに
会いたくてJJrに応募し所属していたこともあります。ボク
シングがどうしてもやりたくてジムに２年程通っていました

（プロ選手をKOしたこともあるんですよ）。京都にいること
が嫌で東京の芸能事務所にも所属しました。喧嘩で負けて血
だらけで家に帰ったことなどなど、色々経験し色々感じてき
ました。

しかし自分の中で一番衝撃的だったことは父親が亡くなっ
たことでした。20歳の夏でした。体調が悪いと言って入院し
ていた父親だったのですが、一ヶ月後に亡くなりました。病
名が分かったのが11日前。一瞬でした。

いつも通り病室に入ると母親が泣いていました。担当医も
泣いていました。母親が泣いているのを見たのはこの日が初
めてでした。周りの人の時間は普段どうりに動いているのに
自分の時間だけは凄く遅いように感じました。初めて人が目
の前で亡くなったので正直ショックでした。

事が進んでいく中、僕はこの光景を目に焼き付けておかな
ければと思い自分でもビックリするほど冷静に周りを見てい
ました。頭のなかで色々考えました。大学は、もう辞めやな。
今年の年賀状は書けへんな。予定していた旅行は中止やな。
死んだ人間は何処に行くんだろう。etc…。

何故、あの状況でこんなことを考えていたのかは今でも不
思議です。火葬場に行った際もう一組の家族に会いました。
皆さん笑顔でした。

遺影を見ると大分年配の方が亡くなられてようで皆さん笑
顔でした。人間長生きすると笑顔で見送ってもらえるんだな。
俺も、這いつくばってでも100目指して生きてやる。自分が
送り出される時は、笑顔で送り出されたい。そう思いました。

気づいたことも沢山ありました。自分が守られ生かされて
いたこと。人が生きるということ。人が死ぬということ。生
きていると死んでいるということの大きな違い。

自分の母親が母親になる前は、普通の女の子だったという
こと。こんな簡単な当たり前のことでさえ気付かずに今まで
生きていました。父親が最後の最後に教えてくれた、本当に
大切なことだと思います。

あの３日間で自分の中で何かが変わったような気がします。
正直、もう少し一緒にいたかったし、色々なことを話したかっ
たのですがしょうがない。

人間食べると出るし。使うとなくなる。生まれて来る以上
死んでしまう。当然のことなんですよ。

これが、僕が生きて来たなかで一番印象に残っている大き
くて大切な出来事です。このことがなければ、キャピタルク
ラブに入ることもなかったでしょうし、皆さん共出会うこと
もなかったと思います。

今の所いい人生歩んでるような気がします。

⑥

石倉 尚地域奉仕事業主任
活 動 記 録

①地域奉仕事業研修会・主査会の開催
2006年７月22日（土）
講演

‥

「エイズ流行から見た日本社会のひずみ」
～若者の異変と今後の展望～

講師

‥

京都大学大学院医学研究科助教授 木原雅子氏
②地域奉仕事業委員会の開催

第１回事業委員会 2006年７月22日（土）
第２回事業委員会 2006年９月10日（日）
第３回事業委員会 2006年11月18日（土）

③事業通信の発行
④部会訪問・アピール

９月３日 第18回阪和部部会／９月９日 六甲部部会／９月10

日第11回京都部部会／９月16日 第５回西中国部部会／９月
18日 第10回中部部会／９月24日 第25回九州部部会／９月
30日第10回中西部部会／10月14日 第４回瀬戸山陰部部会／
10月29日第11回びわこ部部会

⑤西日本区役員会
７月15日～16日 第１回／11月25日～26日 第２回

⑥その他
11月11日 全国 YMCA ピース リーダーシップ／11月17日
京都部 STOP HIV／AIDS ワークショップ／11月19日 北
九州クラブ50周年記念例会

今後の活動予定
①事業委員会の開催（後期２回）
② CS 資金支援先活動報告のまとめ
③ FF 支援先の募集
④ STOP HIV／AIDS ピンバッジ（入手方法の確認と周知）
⑤ CS・TOF・FF 資金の目標達成
⑥ CS グッズの件（承認された場合）



柳 慎司京都部ファンド事業主査

活 動 記 録
３月 主査研修会
４月～６月 京都部準備役員会 各月１回
７月～翌年６月 京都部役員会 各月１回
６月18日 第１回京都部評議会
９月10日 第２回京都部評議会
７月～６月 京都部 部長公式訪問随行 ５クラブ訪問
９月 びわこ部部会 出席
10月 BF 強調月間 BF アワークラブ訪問

京都部 HP に主査ページ開設 BF 関連資料の開示
京都部ファンドアンケートの実施

メンバー

村田深砂子 1. 24 仁科 保雄 1. 31
メネット

金原 康代 1. 9
コネット

山口 遼子 1. 5 山田 遥加 1. 10
森 奈都子 1. 13 大門 皆斗 1. 26
柳 智之 1. 27 神﨑あいみ 1. 31

１月６日（土） 新年例会 祇園 花郷
１月16日（火） 半期総会
１月21日（日） 京都部 CS チャリティーボウリング
２月18日（日） 第３回京都部評議会
２月24日（土） 京都部合同メネット会 京都YMCA

幡南さん･森さん歓迎会･忘年会
井 崇人

12月27日、祇園町にある「おいしんぼ・ぽっぽや」にて、幡
南さん・森さんの歓迎会・忘年会が行われました。

大門会長のあいさつ、山田次期会長の乾杯の音頭で歓迎会
（忘年会）がスタート。始まって直ぐに皆さんトップギア！ 大
きな笑い声、話す声、次々に注がれていくお酒、ミルミル赤く
なって行く表情。もう、これ以上説明は要らないでしょう。

楽しかったです。本当に楽しい時間でした。
新入会員の幡南さん・森さんのあいさつ石倉さんのしめの言

葉で楽しい宴は終了しました。幡南さん・森さんこれからよろ
しくお願いし
ます。今期目
標達成まで３
人！

頑張れ！
石倉 EM C

委員長。

＜報告事項＞

西日本区

アジアユースコンボケーションに参加を！

2007年８月８日～12日 タイ・バンコクで開催

「ワイズユース ワンコイン」にご協力を！

2007年３月20日締切

ファンド事業 ― 使用済み切手の配送手順 → ファンド委員

長へ

彦根シャトークラブ創立25周年記念式典

2007年３月４日（日）14

‥

30～ 彦根プリンスホテル

熊本むさしクラブ創立10周年記念式典

2007年３月31日（土）16

‥

30
ホテル日航熊本 メン 10,000円 メネット 8,000円

京 都 部

ロビーコンサート（京都クラブ、センチュリークラブ）

京都 YMCA（15日、16日）

京都部 CS チャリティーボウリング大会

平成19年１月21日（日）しょうざんボウル

参加費 2,000円 13

‥

30 受付

第３回京都部評議会

‥

2007年２月18日（日）

京都部合同メネット会

2007年２月24日（土）13

‥

00 京都 YMCA
次期会長研修会

‥

研修会場の変更

六甲山 YMCA → 大阪の OMM ビルに変更

ＹＭＣＡ

京都 YMCA 会員クリスマス（15日）

「全国車いす駅伝競走大会」協力ボランティア募集

2007年２月25日（日）予定

三 役

クリスマス例会

‥

ウェスティン都ホテル コスモスホール

12月23日 PM 5

‥

30 受付 PM 6

‥

00 開始

新年例会

‥

Ｈ19年１月６日（土）祇園『花郷』19

‥

00
＜各事業委員会報告＞

Ｙサ・ユース 半期報告書

地 域 奉 仕 半期報告書 チャリティーボウリングの件

ド ラ イ バ ー 半期報告書

広報ブリテン 半期報告書

フ ァ ン ド 半期報告書 ファンド旅行に関して

交 流 東京クラブ DBC 計画案に関して

Ｅ Ｍ Ｃ 半期報告書

メ ネ ッ ト 半期報告書

クリスマス PT プログラム、予算案に関して

＜審議事項＞

各事業委員会半期報告書 指摘事項修正

を前提に 承認

会計中間決算 指摘事項を修正し各役員

に送付後 承認

ホームページの出欠回答、三役代理ログ

インの件 承認

クリスマス PAT 委員長より 報告
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HAPPY BIRTHDAY

１月・２月予定抄

第10回 役員会議事録
2006年12月19日（火）19

‥

00～21

‥

00
ウエスティン都ホテル京都 竹の間

ごめんなさい
12月号バースデー コメット

村田圭伍さん → 村田圭悟さんでした。

聖句の解説 日常の生活の中で、大切なものを見失った
り悩んでいたりしたときに、必ず神様は私を見出し連れて
帰ってくれるという確認は、私たちに勇気と安心感を与え
てくれます。しかし、また私たちは、残りの九十九匹の中
にいる自分を感じます。「何故、神様はあの一匹にだけ目を
やり、あんなに喜ぶんだ」「残りの九十九匹はほっておかれ
るのか」などと、呟いている自分です。

日常、羊飼いと一緒にいるうれしさは忘れやすいものです。
必ず探し出してくれる喜びとあわせて、神様がいつも九十
九匹と共にいてくださることを覚え、感謝したいものです。

幡南さん（前列左） 森さん（中央）


